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京
都
哲
學
會
規
約

田
、
本
燈
械
は
瞳
蹴
義
に
お
け
る
哲
諾
峰
の
な
旧
究
と
そ
の
難
隔
及
を
繍
凹
る

　
こ
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を
肖
醜
と
す
る

剛
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ぬ
心
の
日
謡
田
の
た
め
に
次
の
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業
を
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、
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て
い
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。
贋
磁
に
反
す
る
志
の
は
無
償
敏
で
あ
り
、
捨
で
去
ら
る
べ
ま
で
あ
る
が
、
意
味
を
も
た
な
い
も
の
さ
え
も
無
意
味
と
い
う
意

味
を
懲
っ
て
い
る
。
豚
詮
如
穂
凝
る
存
鹿
も
意
味
な
し
に
は
實
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
意
味
に
よ
っ
て
嘗
旛
は
肖
ら
を
機
焦
し
完
立

す
る
と
と
も
に
、
我
汝
に
と
っ
て
の
蟹
存
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
無
筆
す
る
も
の
ぽ
論
理
的
に
な
診
立
た
な
い
が
矛
盾
そ
の
も
の
馬
一

つ
の
花
落
的
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
意
味
は
存
在
を
そ
の
懲
の
た
ら
し
む
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
し
て
他
と
の
講
論
に
於
て
そ
こ
に
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在
せ
し
む
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あ
る
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我
々
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よ
っ
て
認
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せ
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、
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雷
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で
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、
種
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す
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。
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込
下
さ
い

一
、
魯
疑
の
蘇
居
入
退
曾
等
（
編
集
事
務
以
外
の
一
切
）
の
寮
務

け
冨
弘
女
堂
内
串
一
二
二
日
日
日
曾
係
へ
｛
御
　
逃
知
下
か
ご
い

一、

{
誌
の
編
集
に
闘
す
る
遜
拾
・
新
刊
書
．
寄
贈
礁
誌
等
は
す

べ
て
本
愈
病
苑
に
お
鵬
蔦
り
下
・
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
し
し
サ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
へ
ぢ
ト

　
　
　
　
　
　
　
口
幅
鮒
醗
京
都
哲
學
會

　
　
　
ミ
…
筆
ぜ
婁

　
　
　
註
文
規
定

囲、

ﾗ
三
雲
腎
以
外
の
購
讃
出
刷
の
御
註
一
久
及
び
玉
垂
に
闘
開
す
る
糠
ロ
は

「
弘
轟
久
厳
し
へ
網
胃
由
Ψ
門
下
・
さ
い

一
、
本
誌
の
彿
註
女
は
す
べ
て
翫
代
金
郵
穐
菰
ハ
晶
樹
金
に
て
お
邊
り

下
さ
い

一
、
鋳
に
諦
求
書
及
び
領
牧
講
難
を
要
す
る
鵬
合
は
郵
鯵
八
騒

を
お
当
り
下
さ
い

昭
和
二
十
七
年
七
月
五
日
印
刷

昭
利
二
十
七
年
七
月
十
日
獲
行

編
集
人

獲
行
人

印
欄
人

郡
禰
所

盛
行
所

・弘・伊饗酒盗㌔京
1滋藤1，剛靴1都

中　　中　　融　　　　學哲

1㍑畷　轟
騒勘翫勉欝會

魯株
蕪｝二式

三三

譲
蕾文
叢
慧堂

定

燈

撒

定

贋

郵

税

一

斐
七

十
劉

金
八

　
　
　
　
コ

六
揚
（
煎
金
二
四
百
二
＋
闘
一
金
鷺
、
八
山

雲
一
掛
（
前
金
〉
、

八
百
四
十
醐
｝
金
九
十
六
騒

　
　
　
　
一

（馳触

N
叉
ば
州
年
範
に
糖
恋
い
た
し
ま
す
）



一
牽
七
曝
ヒ
騒
璃
臼
箏
錫
可
、
難
弓
輔
曄
ノ

THE　JOURNAL
　　　　　　　　　　　　OF

PHILOSOPHICAL　STUDIES
　　　　　THE　TETSUGAKU　KENKYU

Vol．　XXXV 」モユ1y，　1952 No．　11

P・∬説・〃a／2〆勲魏（II）・…・…・一・…一・・一・［1］・k・・yu　ylUllauClri

Fi’an．”Boas　a〃d碗5　COノ～CgPl

　Oyt　ffislO／3・（1）・・・・・・・・・・・…　｛■■t・・t■・・・・・・・…　『Yosh三1）10C］li　H：or三

Reノ〃‘zJ〃のぽ乃・0∂！勿ノIS〈ジ勘碗8

　㍍輩z〃〆sノ痘伽ゆ砂…　一・・一一一一一・…　一・・一・Shigeru　Aoki

　　　　　　　Publishecl　A｛onthly

　　　　　　　　　　By

TNE　KYOTe　？MLeSOPHICAL　SOCIETY
　　　　　（Whe　Kyoto　Tetsugaku－Kai）

　　　　　　　Ky◎亀。　U】ユivei’si七y

　　　　　　　　Kyoto，　japan


